
図鑑類（例えば古澤，1982）で「ナツトウダイ」

Euphorbia sieboldiana C. Morren et Decne.とされる植物は

一つの種として扱われているが，明瞭に区別できる型に

分けられる．以下それらの型を総称してナツトウダイ類

と呼ぶ．このうち，全草が小型で，総苞の腺体も 1.2 mm

程度と他のナツトウダイ類より一回り小さいヒメナツト

ウダイについては，Kurosawa（1999）は別種 E. tsukamotoi

Hondaと扱うことを提案している．また，Kurosawa（1999）

は朝鮮と中国のものは，ヒメナツトウダイと同様に総苞

片に縁毛がなく，日本で広く見られるものと区別できる

ことを指摘している．さらに，日本で広く見られる総苞

片に縁毛があるものにも，根茎，葉，小苞（総苞の中の

雄しべの微小な苞）などの形態で容易に区別が付き，異

なった分布や生育環境を示す 3つ以上の型が含まれてい

ることも指摘している（Kurosawa, 1999）．高知県では「朝

鮮型」，「仙台型」（茎葉が退化的な「横倉型」を含む），

および「清澄型」の 3型が（小林，2009），千葉県では「仙

台型」と「清澄型」の 2型が報告されている（黒沢，2003）．

これらの型の違いを表 1に示す．

徳島県では，阿部（1990）によりヒメナツトウダイとナ

ツトウダイが報告されているが，ヒメナツトウダイは

Kurosawa（1999）によると四国には生育していないとさ

れている．また，これまで報告されていた徳島県のナツ

トウダイがこれらのどの型であるかは不明である．その

ため，徳島県のナツトウダイ類の形態や分布を明らかに

することを目的に，現地調査および標本調査を行った．

なお，市町村名については標本ラベルの多くが平成に

なって行われた市町村合併前の旧市町村名を用いられて

いるので，本稿もそれに従って旧市町村名を使用した．
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表 1．ナツトウダイ類の形態と徳島県内の分布

和名または仮称 根 根茎 苞葉 腺体の幅 総苞裂片の縁 徳島県内の分布

ヒメナツトウダイ 肥大せず同じ太さ 発達せず茎は叢生 左右相称 約 1．2 mm 無毛 未確認

ナツトウダイ朝鮮型 肥大して主根状のも
のがしばしばある 発達せず茎は叢生 左右相称 約 1．5 mm 無毛 分布

ナツトウダイ仙台型 肥大せず同じ太さ 発達せず茎は叢生 左右相称 約 1．5 mm 有毛 未確認

ナツトウダイ尾瀬型 肥大せず同じ太さ 伸長するが肥厚しない 左右相称 約 1．5 mm 有毛 分布

ナツトウダイ清澄型 肥大せず同じ太さ 多少とも伸長し肥厚する 左右非相称 約 1．5 mm 有毛 分布
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材料と方法

現地調査は，2012年 8月 31日に徳島県三好郡東祖谷

笹峠，2013年 4月 10日に徳島県三好郡三加茂町柿佐古，

2013年 6月 14日に徳島県那賀郡木沢村の沢谷小学校跡

地付近で行い，植生や生育環境を観察し，株数を数えた．

標本調査は徳島県立博物館（TKPM）および福島大学共

生システム理工学類（FKSE），阿部近一氏の標本が一部

保管されている東京大学総合研究博物館（TI）で行った．

表 1で示した識別形質を確認して型を同定した．

結果と考察

徳島県のナツトウダイ類も，総苞片の縁，根茎，葉な

どの形態で容易に区別が付く型が認められた．具体的に

は，「朝鮮型」，「尾瀬型」，および「清澄型」の 3型のナ

ツトウダイ類が確認された．

総苞片に縁毛がなくしばしば主根状の根を持つことが

特徴の「朝鮮型」は，阿南市，那賀郡，三好郡，美馬郡

の標高 250～700mの丘陵地から山地の主に石灰岩地に

生育していた（図 1，2）．この型は高知県でも石灰岩地

に生育することが報告されており（小林，2009），徳島県

と生育地が共通していた．

根茎が伸びることが特徴の「尾瀬型」は，東祖谷山村

笹峠，カメワリ峠，オコヤトコ，および西祖谷山村と生

育が限られていた（図 1，3）．笹峠は，標高が 1，250m

前後で，高知県との境界にあたるが，峠の徳島県側がゆ

るい斜面で，オオミズゴケが生育して湿地状となり，ナ

ツトウダイ尾瀬型やアブラガヤなどの群落が発達してい

る．土砂の流入による陸化も起こっており，ススキなど

の草本に加えて，ノリウツギやウラジロモミ，ミズナラ

などの低木類が侵入して遷移が進行している（図 4）．

図 1 徳島県におけるナツトウダイ類の分布．

図 2 ナツトウダイ朝鮮型（木沢村沢谷小学校跡，2013年 6月 14
日，茨木靖撮影）

黒沢高秀ほか

― 84 ―



一方，苞葉が左右非相称で根茎が肥厚することが特徴

の「清澄型」は，県内に広く分布し，海岸から山地まで

生育していた（図 1，5）．三加茂町柿佐古では標高 550

mのスギ植林下の沢沿いに 20株ほどが生育していた．

また，徳島県阿南市伊島では海岸近くの斜面に数株が生

育していた．

阿部（1990）によりヒメナツトウダイが徳島県から報告

されていたが，今回の調査では，全草および腺体が小型

であることを特徴とするヒメナツトウダイは確認できな

かった．徳島県立博物館に保管されているナツトウダイ

類の「朝鮮型」のうち，阿部近一標本の多くがヒメナツ

トウダイと同定されていたことから，阿部（1990）でヒメ

ナツトウダイとされていた植物は「朝鮮型」であったと

考えられる．ヒメナツトウダイは総苞の裂片に縁毛がな

いことで「朝鮮型」と似るが，全草および腺体が小型で

ある他，腺体の角状突起は長く伸びず（古沢，1982に

付された写真 PL. 212-3がよくわかりやすい），主根状

の根がないことで区別できる．

標本：

ナツトウダイ尾瀬型

三好郡：東祖谷山村笹峠（阿部近一 59965-59968，TKPM

BSP232206-232209），（小川誠ほか 13015，TKPM BSP

56483），（小川誠 12587，FKSE 67875），（茨木靖ほか

310812002，FKSE 69489）；東祖谷山村オコヤトコ（阿部

近一 22322&34615，TKPM BSP232193&232192）；東

祖谷山村カメワリ峠（赤澤時之 s. n., 1 Aug. 1966, TKPM

BSP009625）；西祖谷山村（中井清s. n., 1 Aug.1966, TKPM

BSP009626）．

ナツトウダイ清澄型

徳島市：眉山（伊延祥 s. n., 20 Aug.1958, TKPM BSP

009627）．三好郡：池田町雲辺寺（高藤茂 s. n., 6 May1958，

TKPM BSP009620），（伊延敏行 s. n., 17 May 1958, TKPM

BSP009622）；池田町雲辺寺山（小林秀雄 s. n., 17 May

1968 & 24 Apr. 1968, TKPM BSP021109 & 021110），（阿

部近一 34605 & 34612，TKPM BSP232216 & 232214）；

池田町上野呂内（阿部近一 34616-34618, TKPM BSP

232217-232219）；三加茂町柿佐古（小川誠 20130410010-

1 & 20130410010-2, TKPM BSP081356 & 081357）．名西

郡：神山町上角（高藤茂 0821, TKPM BSP041162）．鳴

門市：瀬戸町北泊（伊延敏行 s. n., 9 May 1965, TKPM BS

P009623）．勝浦郡：上勝町潅頂滝（伊延敏行 s.n., 30 May

1965, TKPM BSP009624）．阿南市：伊島（小川誠・田渕

武樹 12449, TKPM BSP60876），（阿部近一 34607 & 3460

8, TKPM BSP232197 & 232198），（田渕武樹 s. n., 27 Apr.

2007 & 4 Jun.1994, TKPM BSP056506 & 053573），（高藤
図 4 ナツトウダイ尾瀬型の生育地（東祖谷山村笹峠，2012年 8
月 31日，小川誠撮影）

図 3 ナツトウダイ尾瀬型（東祖谷山村笹峠，2012年 8月 31日，
小川誠撮影）

図 5 ナツトウダイ清澄型（三加茂町柿佐古，2013年 4月 10日，
小川誠撮影）
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茂 2621, TKPM BSP041171）．

ナツトウダイ朝鮮型

阿南市：水井町（田渕武樹 s. n., 9 Mar. 1994 & 2 Mar. 2007,

TKPM BSP064605 & 056505）；水井町水井（田渕武樹 s.

n., 8 Apr. 2001, TKPM BSP069750）．那賀郡：木沢村杖谷

山（阿部近一 59974, 59976 & 34610, TKPM BSP216521-2

16523）；木沢村ヒヅカ山（阿部近一 34613, TKPM BSP

216524）；木沢村沢谷北浦（小川誠 12587, TKPM BSP

58533）．美馬郡：木屋平村正善山（阿部近一 34601 &

34602, TKPM BSP216525 & 216526），（阿部近一 s. n., 15

May 1938, TI）．三好郡：東祖谷山村天狗塚（阿部近一

34603, TKPM BSP216528）；三加茂町風呂塔（阿部近一

34600, TKPM BSP216529）；三加茂町水の丸（阿部近一

34598 & 34599, TKPM BSP216530 & 216531）；水ノ丸山

（阿部近一 s. n., 12 June 1935, TI）．
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